
 

 

障 害 の あ る 学 生 の 授 業 サ ポ ー ト を 行 う 活 動 で す 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登 録 説 明 会 開 催 

 

立命館大学  障害学生支援室  
 

立命館大学 障害学生支援室 

 

聴覚障害学生の耳にかわって 

ノートテイクやパソコンテイク 

視覚障害学生の目にかわって 

板書代筆やレジュメの代読 
肢体不自由学生の手足にかわって

移動のサポート 

 

障害学生支援室は学生同士の 「 ピ ア ・ サ ポ ー ト 」 で 運営され てい ます 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先輩サポートスタッフの声 

障害学生の声 

障害学生を障害学生として接するんじゃなく、まず一

人の学生として接することが大事なんじゃないかなと

思いました。 (理工学部・４回) 

 

授業に対する見方も変わりましたし、障害をもつとい

うことへの考え方も変わりました。苦手意識があるタ

イピングを克服するために努力したり、ほかのサポー

トスタッフの方との交流は自身の学生生活の中でとて

も良い経験になりました。 (産業社会学部・４回) 

サポートがあるのとないのとでは、授業の情報量が違い

ます。サポートがないと先生の話が 100％分からず、た

だ周りのまねをするだけになってしまいます。高校まで

は少人数の教室での授業がメインでしたが、大学に入る

と数百人体制の大講義が行われます。教授と学生の距離

が遠くなるため、サポーターの手助けが必要です。 

 (文学部 1 回・聴覚障害学生) 

登 録 説 明 会 ！ 

drc@st.ritsumei.ac.jp 

( 075 ) 465-1952 

JOIN US 
 

未 経 験 者 大 歓 迎 ! !  

 

こ んな活動を しています！ 

□ 正課授業でのサポートがメイン。サポートチームミーティングやパソコンテイク講座などのフォロー体制も充実しています。 

 □  サポートスタッフには活動内容により謝礼が支払われます（ ８４０円／時間） 

こんなことができるようになります！ 
□  普段受講していない他分野の授業サポートに入ることで、知識や関心の幅が広がります。 

 □  様々な障害学生やサポートスタッフ （ ８ ０名 / ２ ０ １ ４年度 ）と出会え、学部を越えたつながりができます！ 

 

衣笠 2015年 4月 14日（火）、16日（木） 

BKC 2015年 4月 21日（火） 

いずれも 12:20～12：50 （昼休み） 

衣笠 学而館１階 学生ルーム （障害学生支援室となり） 

BKC アドセミナリオ 1 階 障害学生支援室 


